
　

新
た
な
財
政
健
全
化
計
画

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
」
の
成
立
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
、
一
般
会
計
と
公
営
企
業
会
計

（
病
院
・
水
道
な
ど
）
は
区
別
し
て
判

断
さ
れ
て
き
た
地
方
自
治
体
の
財
政
状

況
が
全
会
計
で
の
決
算
状
況
で
判
断
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

留
萌
市
は
、
市
立
病
院
の
約　

億
円

３５

と
い
う
巨
額
な
不
良
債
務
な
ど
に
よ
り
、

『
財
政
再
生
団
体
転
落
』
の
危
機
に
あ

り
ま
す
。

　

再
生
団
体
転
落
を
回
避
す
る
た
め
に

は
、
病
院
事
業
の
不
良
債
務
を
解
消
す

る
と
同
時
に
、
地
域
医
療
を
確
保
す
る

た
め
に
、
市
立
病
院
の
持
続
と
自
立
可

能
な
経
営
改
革
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
留
萌
市
は
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
、
平
成　

年
度
か
ら　

年

２１

２７

度
ま
で
の
７
年
間
の
期
間
で
、
病
院
事

業
の
不
良
債
務
を
解
消
し
、
健
全
団
体

へ
の
移
行
を
目
指
す
た
め
、
新
た
な
健

全
化
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

財
政
健
全
化
計
画
の
検
討
案

猿

目
標

①
財
政
再
生
団
体
を
回
避
し
、
健
全
団

体
を
目
指
し
ま
す
。

②
市
立
病
院
は
平
成　

年
度
以
降
単
年

２１

度
収
支
均
衡
（
黒
字
化
）
を
目
指
し
ま
す
。

猿

改
革
の
基
本
方
針

　

財
政
再
生
団
体
転
落
を
回
避
す
る
た

め
に
、
市
立
病
院
は
今
後
赤
字
が
発
生

し
な
い
よ
う
、
経
営
改
革
を
進
め
ま
す
。

　

市
は
、
市
立
病
院
の
平
成　

年
度
末

２０

ま
で
の
不
良
債
務
約　

億
円
を
全
て
解

３５

消
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
巨
額
な
支
援
を

行
う
た
め
に
は
、
重
点
項
目
に
的
を

絞
っ
た
サ
ー
ビ
ス
展
開
を
図
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
厳
し
い
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

猿

計
画
の
期
間

　

公
立
病
院
特
例
債
の
償
還
期
間
に
合

わ
せ
て
、
７
年
間
と
し
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
新
た
な
財
政
健
全
化
計
画
の
検
討
案
に
つ

い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
今
後
、各
地
区
で
説
明
会
を
開
催
し
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

★
不
良
債
務
と
病
院
特
例
債

▼
不
良
債
務
と
は
、
現
金
が
不
足
し
て

い
る
状
態
を
意
味
し
ま
す
。

　

こ
の
不
足
現
金
は
金
融
機
関
か
ら
の

短
期
借
入
（
１
年
未
満
）
に
よ
り
、
補
て

ん
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
毎
年
、
多
額

の
利
息
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
一
方
、
国
が
平
成　

年
度
に
限
り
認

２０

め
る
公
立
病
院
特
例
債
と
は
、
医
師
不

足
な
ど
に
よ
り
、
近
年
急
激
に
拡
大
し

た
不
良
債
務
を
短
期
間
で
解
消
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
良
債

務
（
短
期
借
入
）
の
一
部
を
長
期
借
入
に

振
り
替
る
こ
と
で
、（
新
た
な
借
金
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
）
計
画
的
に
不
良
債
務
の

解
消
を
図
る
制
度
で
あ
り
、
そ
の
利
息

の
一
部
は
特
別
交
付
税
と
し
て
国
か
ら

支
援
さ
れ
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

煙

不
良
債
務
＝
現
金
不
足
（
借
金
）

煙

同
じ
借
金
で
も
、
特
例
債
は
長

期
借
入
と
な
り
不
良
債
務
（
短

期
借
入
）
が
減
少
し
、
利
息
の
一

部
は
国
か
ら
支
援
さ
れ
ま
す
。

煙

特
例
債
の
発
行
に
よ
り
、
不
良

債
務
は
減
少
し
、
財
政
再
生
団

体
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
市
立
病
院
は
約　

億
円

１８

を
発
行
す
る
予
定
で
す
。

猿

救
急
・
小
児
・
周
産
期
な
ど
の

地
域
医
療
の
確
保

猿

子
ど
も
や
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
の
配
慮

猿

地
域
の
自
立
と
持
続
可
能
性
の

確
保
（
雇
用
な
ど
の
経
済
の
活
性

化
、
地
域
社
会
基
盤
の
維
持
）

重点項目

４５



改
革
基
準
に
つ
い
て

１　

組
織
、
人
件
費

焔

人
件
費
の
更
な
る
大
幅
な
削
減
。

焔

退
職
者
と
年
代
別
職
員
数
の
バ
ラ
ン

ス
に
配
慮
し
、
最
低
限
の
組
織
の
維
持
。

２　

市
民
サ
ー
ビ
ス

　

ま
ち
の
将
来
を
考
慮
し
、
基
本
的
な

都
市
機
能
と
、
医
療
・
教
育
・
福
祉
・

雇
用
な
ど
の
市
民
生
活
を
維
持
し
ま
す
。

①
一
般
施
策
、
事
務
経
費
の
原
則

焔

法
令
に
よ
る
義
務
的
事
務
の
継
続
と

行
政
の
基
本
機
能
の
維
持
。

焔

重
点
項
目
以
外
の
法
的
義
務
付
け
の

な
い
裁
量
的
事
務
事
業
の
休
廃
止
を
含

め
た
事
業
の
見
直
し
。

②
維
持
管
理
経
費
の
原
則

焔

施
設
の
耐
用
年
数
・
耐
震
化
対
策
な

ど
を
考
慮
し
、
使
用
可
能
な
施
設
を
限

定
し
、
必
要
最
小
限
の
公
共
的
機
能
を
維
持
。

焔

地
域
集
会
施
設
、
小
規
模
公
園
な
ど

は
、
市
民
に
よ
る
自
主
運
営
を
お
願
い

し
、
引
き
受
け
困
難
な
場
合
は
休
止
。

焔

生
活
基
盤
と
し
て
必
要
最
小
限
の
社

会
教
育
施
設
な
ど
は
、
一
層
の
費
用
対

効
果
を
図
り
継
続
。
※
た
だ
し
、
青
少

年
減
免
の
見
直
し
、
冬
期
休
館
、
冬
期

割
り
増
し
料
金
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

③
補
助
金
の
原
則

焔

全
て
の
補
助
金
を
「
補
助
金
等
見
直

し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
事
務
事

業
評
価
し
判
定
。

焔

団
体
運
営
補
助
か
ら
事
業
費
補
助
へ

の
転
換
を
図
り
、
イ
ベ
ン
ト
補
助
は
廃
止
。

④
政
策
展
開
の
原
則

焔

投
資
事
業
は
、
既
存
施
設
の
維
持
・

延
命
を
基
本
と
し
、
重
点
項
目
に
沿
っ

て
必
要
最
小
限
の
整
備
。

焔

臨
時
事
業
は
、
重
点
項
目
に
的
を
絞

り
効
果
的
に
政
策
展
開
。

３　

収
入
の
確
保

①
収
入
確
保

焔

悪
質
な
滞
納
者
に
対
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
制
限
な
ど
、
収
納
対
策
全
般
を
見

直
し
、
収
納
率
の
向
上
を
徹
底
。

焔

ふ
る
さ
と
納
税
、
広
告
料
、
市
有
地

売
却
の
促
進
。

②
市
民
負
担

焔

受
益
者
負
担
を
導
入
。

焔

市
民
負
担
に
一
定
の
配
慮
を
し
つ
つ
、

税
率
な
ど
の
見
直
し
を
検
討
。

４　

そ
の
他

焔

特
別
会
計
な
ど
は
、
単
年
度
収
支
均

衡
を
基
本
に
、
連
結
決
算
に
貢
献
で
き

る
経
営
計
画
を
立
て
運
営
。

焔

議
会
、
各
種
行
政
委
員
会
は
、
市
の

健
全
化
策
を
基
に
判
断
し
実
行
。

▼
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
留
萌
市
の
財
政
が
危
機
的

状
況
で
あ
る
こ
と
を
広
報
る
も

い
を
通
じ
て
お
伝
え
し
て
き
ま

し
た
。

　

財
政
再
生
団
体
へ
の
転
落
が

現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
が
、

私
た
ち
は
こ
れ
を
絶
対
に
避
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

く
わ
え
て
、
地
域
医
療
を
守

る
こ
と
は
、
市
民
の
生
命
を
守

る
こ
と
で
あ
り
、
地
域
セ
ン

タ
ー
病
院
と
し
て
の
市
立
病
院

の
義
務
で
も
あ
り
ま
す

　

市
は
、
市
立
病
院
に
対
し
て

７
年
間
で
約　

億
円
の
支
援
を

３５

行
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
財
源
を
確
保
す
る
に
は
、

市
の
職
員
給
与
な
ど
の
削
減
を

は
じ
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
見

直
し
な
ど
、
皆
さ
ま
に
も
負
担

を
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
と
市
、
そ
し
て
病
院
が

一
丸
と
な
り
、
こ
の
難
局
を
打

破
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
さ
て
、
各
町
内
会
長
・
自
治

会
長
の
皆
さ
ま
に
は
、
す
で
に

ご
案
内
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま

す
が
、
各
町
内
会
長
・
自
治
会

長
を
対
象
と
し
た
意
見
交
換
の

場
と
し
て
「
市
政
懇
談
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

留
萌
市
を
取
り
巻
く
状
況
に

つ
き
ま
し
て
、
今
回
特
集
し
ま

し
た
「
留
萌
市
の
財
政
健
全
化

計
画
」
の
ほ
か
、「
市
立
病
院
の

改
革
プ
ラ
ン
」
、
「
健
康
の
駅
構

想
」
「
支
庁
制
度
改
革
」
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
留
萌
市
の
未
来
に

向
け
て
、
皆
さ
ま
と
情
報
の
共

有
、
さ
ら
に
は
、
検
討
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

季
節
柄
ご
多
忙
の
折
と
は
存

じ
ま
す
が
、
町
内
会
長
・
自
治

会
長
ま
た
は
、
代
表
の
方
の
ご

出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

留萌市長 高橋　定敏

これからの留萌市の未来に向けて

６７
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